
	



	

	

首都大学東京バイオコンファレンス 2015	 プログラム	

 
開催日時・場所：2015 年 11 月 6 日（金）	 首都大学東京・国際交流会館	

＊この講演会は生命科学専攻教室セミナーを兼ねています	

	

○ 12:30〜12:35	 開会の挨拶	 可知 直毅（理工学研究科	 研究科長） 

 
セッション１	 講演（25 分 or 15 分／質疑応答５分）ポスターフラッシュ（６０
秒／件） 
○ 12:35〜13:05	 招待講演	  
	 	 	 	 	 笠原 浩二（東京都医学総合研究所） 
	 	 	 	 	 「フィブリンの血小板脂質ラフト移行と血餅退縮」 
○13:05〜13:25	 講演	  
	 	 	 	 	 	 ルーカス・トリンダージ（首都大学東京	 細胞遺伝学研究室） 
	 	 	 	 	 “Specialization of the r/k system in sufficient to explain evolution” 
○13:25〜13:40	 ポスターフラッシュ A1	 （１４件） 

 
休憩（１０分） 

 
セッション 2 講演（25 分 or 15 分／質疑応答５分）ポスターフラッシュ（６０秒
／件） 
○13:50〜14:20	 招待講演	  
	 	 	 	 	 高山 浩司（静岡県文化・観光部 
	 	 	 	 	 	 ふじのくに地球環境史ミュージアム学芸課） 
	 	 	 	 	 「汎熱帯海流散布植物の全球的系統地理」 
	 	 	 	 	 	 -大洋を越えた種子散布と種分化を探る- 
○14:20〜14:40	 講演	  
	 	 	 	 	 菅野 菜々子（首都大学東京	 光合成複合微生物研究室） 
	 	 	 	 	 「紅色光合成細菌の飢餓条件下での光エネルギー利用」 
○14:40〜14:55	 ポスターフラッシュ A2（７件） 

 



セッション４ ポスターセッション 
○14:55〜15:40	 ポスター発表 A 

 
セッション５講演（25 分 or 15 分／質疑応答５分）ポスターフラッシュ（６０秒
／件） 
○15:40〜16:10	 招待講演	  
	 	 	 	 	 Guojun Sheng（熊本大学 IRCMS） 
	 	 	 	 	 “The making of a primitive streak” 
○16:10〜16:30	 講演	  
	 	 	 	 	 Lewis Ward（California Institute of Technology） 
	 	 	 	 	 “Microbial Metabolic Evolution and the Rise of Oxygen” 
○16:30〜16:45	 ポスターフラッシュ B1 （７件） 

 
休憩（１０分） 

 
セッション６講演（25 分 or 15 分／質疑応答５分）ポスターフラッシュ（６０秒
／件） 
○16:55〜17:25	 講演	  
	 	 	 	 	 天野 晶子（東京都健康長寿医療センタ―研究所） 
	 	 	 	 	 「ビタミンＣのもつ生体内での多様な働きと輸送機構の解析」 
○17:25〜17:55	 講演	  
	 	 	 	 	 佐伯 泰（東京都医学総合研究所） 
	 	 	 	 	 「ユビキチンコードの全容解明をめざして」 
○17:55〜18:10	 ポスターフラッシュ B2（９件） 

 
セッション７ ポスターセッション 
○18:10〜18:55	 ポスター発表 B 

 
セッション８ 
○18:55〜20:00	 フリーポスターセッション+ミニ懇親会 
  



招待講演要旨 
汎熱帯海流散布植物の全球的系統地理 

-大洋を越えた種子散布と種分化を探る- 

 
高山浩司	 ふじのくに地球環境史ミュージアム 

 
成体自身が移動することができない陸上植物は、主に種子や胞子を散布することによっ

て現在の分布域を獲得してきた。散布距離には様々な制限があるため、多くの植物はご

く限られた大きさの分布域しか持っていない。ところが、海を利用して種子を分散する

ことで、全世界の熱帯・亜熱帯の海岸域へと分布を広げた植物がある。このような植物

を「汎熱帯海流散布植物」と呼んでいる。代表的な種類に、グンバイヒルガオ、ナガミ

ハマナタマメ、ハマアズキ、オオハマボウ、オオバヒルギ属などが挙げられる。 
汎熱帯海流散布植物の広大な分布域内には、様々なレベルに分化した集団が存在すると

予想される。なぜなら、理論的な側面からは、分布域が広くなれば広くなるほど、集団

間の遺伝子流動の頻度低下や、地域的な環境の違いが集団ごとに異なる選択圧をもたら

す可能性が高まり、結果として集団分化や種分化が生じると予測されるからである。従

って、汎熱帯海流散布植物は地球上で最大の分布域を持つ生物ということだけでなく、

集団分化から種分化に至る過程を様々なスケールで比較する上でも魅力的な対象である。

これまで全球規模での遺伝構造を解析した実証研究は少なく、その分布拡大過程や集団

間の遺伝子流動の実態は明らかとなっていなかった。本発表では、木本植物のオオハマ

ボウとオオバヒルギ属の系統地理学的解析の結果を中心に紹介する。 
全球域での野外調査と葉緑体 DNAの解析により、オオハマボウでは太平洋･インド洋域
の広い範囲に共通して見られる葉緑体 DNA ハプロタイプが複数存在することが明らか
となった。また、オオバヒルギ属でも太平洋、あるいは大西洋の広い範囲に共通して見

られるハプロタイプが存在していた。これらの結果は汎熱帯海流散布植物では海流を介

した長距離種子散布が頻繁に生じていることを示唆している。一方、両分類群ともに、

新大陸の東西の集団で著しい遺伝的分化が生じていることが明らかとなった。このよう

な遺伝的分化は海生生物にも共通して見られるものであり、今から約 300 万年前のパナ
マ地峡の成立が、種子海流散布の大きな障壁となったことを示している。汎熱帯海流散

布植物には、長距離種子散布と地理的障壁による分化という対照的なパターンが内在す

ることが明らかとなった。発表では野外調査の様子についても簡単に紹介したい。 
  



招待講演要旨 

The making of a primitive streak 
 

Guojun Sheng（Kumamoto University） 

 
Lewis Wolpert, a famous British developmental biologist, once said: "It is not birth, 
marriage, or death, but gastrulation, which is truly the most important time in your 
life." Gastrulation is important to you and me because it is during this process when 
the three principal germ layers (the ectoderm, mesoderm and endoderm) are formed 
and when the foundation of an animal’s body plan (the anterior-posterior, 
dorsal-ventral and left-right axes) is laid. In amniotes (birds and mammals), this 
process takes place in a structure called primitive streak. The primitive streak 
orchestrates both local cellular morphogenesis and long-range molecular signaling 
and patterning during amniote gastrulation. The primitive streak is also a key 
intermediate state in ESC differentiation studies in vitro and a defining feature of 
individuality in bioethics. Despite these important roles, the primitive streak’s 
phylogenic (evolutionary; evo-) and ontogenic (developmental; devo-) significance is 
unclear. In this talk, I will describe our comparative, molecular and cellular studies of 
the primitive streak. I will present data to support the following conclusions: 1) the 
primitive streak is not a conserved feature; 2) patterning roles of the primitive streak 
are conserved; and 3) gastrulation events taking place in the primitive streak are 
conserved. I will finish by discussing the relationship between a cell (or cell group)’s 
morphological change and its functional diversification in the epigenetic landscape of 
animal development. 
 
References: 
1. Mak et al, eLife doi: 10.7554/eLife.07178 [PMID: 26359635]  (2015) 
2. Nagai et al, Development 142(7):1279-1286 [PMID: 25742796] (2015) 
3. Nakaya et al, Journal of Cell Biology 202(4):637-651 [PMID: 23940118] 
(2013) 
4. Alev et al, Development 140(13):2691-6 [PMID: 23698348] (2013) 
5. Bertocchini et al, Development, Growth and Differentiation 
55(1):52-9 [PMID: 23157408] (2013) 
6. Alev et al, Development 137(17):2863-2874 [PMID: 20667916] (2010) 
7. Nakaya et al, Nature Cell Biology 10:765-775 [PMID: 18552836] (2008) 
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ȔȖȘȎ ǍEǖ��ōŘ�
ȦȻȻȸȱȰȆȧȘȤȋȿȱȽɵĴɏɜɶɽʈʰɹʉʰɹʛɻɤ�ĝƀºɣǦ�əɱǖ��ɤ
ËŪ �æȆǓ



ポスター発表は，数字の後に A とある方は，ポスターセッション A，B とある方はポス
ターセッション Bで発表してください． 

 
	 首都大学東京理工学研究科生命科学専攻では，平成 17，18 年度は文部科学省の補助事

業「魅力ある大学院教育イニシアティブ」，平成 19，20，21 年度は同省補助事業「大学

院教育改革支援プログラム」の活動の一環として，「首都大学東京バイオコンファレンス」

を首都大学東京生命科学関連研究室，東京都の研究機関，海外の研究機関等との人的交

流促進のために開催してきた．22 年度からは学内の継続事業予算からこれを開催してい

る（生命科学専攻長が企画，教室セミナー委員と庶務委員が運営）．	


